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Lotus Notesクライアントによるブログ・システムの構築
大川宗之

Blog System Development Using Lotus Notes Client
Muneyuki Ohkawa

通常，ブログ・システムはWebブラウザーをベースに構築され，Lotus Notes®/Domino®環
境下でも，Webブラウザーをベースにしたブログ・システムを構築できるが，本論文では，Lotus
Notesクライアントをベースにしたブログ・システム構築の可能性を検討し，具体的な実装方
法を提案する．両方の構築の対比検討によって，Lotus Notesクライアントをベースにするこ
とには制約もあるが，Lotus Notes/Domino環境下では，Webブラウザーをベースにするよりも優
れている点が多いことを示す．提案する実装方法は，IBM社内の技術コミュニティ用ブログ・
システムの構築に適用し，その運用を通して有用性を確認した．

Generally, Blog systems are used with web browsers as well as in a Lotus Notes®/Domino®

environment. However, this paper explains an approach to the introduction of a Blog system
using Lotus Notes client and its practical implementation. In addition to comparing the pros and cons
of a web browser and Lotus Notes client, it is shown that Lotus Notes client is the best way of using
Blog systems in a Lotus Notes/Domino environment. The implementation method outlined in this
paper was actually applied to IBM internal technical community operation and its usefulness
was verified.
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Domino"，両方を指す場合は"Lotus Notes/Domino"
と記述する）を導入している企業では，グループウェ
アとブログが類似した目的を持っているため，ブログ
導入を検討する上で，現行システムを活用しながら
ブログの特性を実現する最適なシステム構成ができ
ないかという点が検討課題になっている．
本論文では，既存のLotus Notes/Domino環境を生

かすシステム選定として，Lotus Notesクライアントに
よるブログ・システム構築について述べる．通常，ブ
ログはブラウザーでアクセスするため，Lotus Domino
上でもWebアプリケーションとして実装する［4］（Lotus
Dominoは，Lotus Notesクライアント向けのコンテン
ツをWebブラウザー向けにHTMLに自動変換する機
能を持っている）．また，教育コスト，クライアントマシ
ンリソース，ライセンス費用を理由にLotus Notesク
ライアントを積極的には使用しない考えもある［5］．し
かし，既にLotus Notesクライアントで環境が作られ
ているのであれば，既存資産を活用できるという点で
Lotus Notesクライアントを利用する方が有利であり，
十分な実装が可能であることを示す．
以下，2章で，ブログの効果と特性を整理し，ブロ

1．はじめに

2006年4月の総務省の発表［1］によると，インターネッ
ト上で日記サイトを手軽に開設できるブログの登録
者数は868万人に上り，2005年9月の473万人と比較
すると2倍弱の伸びを見せている．このように急激に拡
大している1番の理由は，HTMLやオーサリングツール
を知らなくても記事を発信できる仕組みにある．さら
に，個人専用サイトという特性が記事発信に対する心
理的障壁をさらに下げ，暗黙知［2］が引き出されやす
いという効果があり，RSS（Really Simple Syndica-
tion）による最新記事配信，トラックバック機能，コメ
ント機能がブログ間のコミュニケーションの役割を果
たしている．現在，これらの効果を企業内のナレッジ
マネジメントやコミュニケーションの活性化に生かす
目的で，社内にブログを適用することが考えられてい
る［3］．

Lotus Notes®/Domino®（以下，クライアントを指す
場合は"Lotus Notes"，サーバーを指す場合は"Lotus

提出日：2006年8月31日　　再提出日：2007年9月25日
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グの特性をLotus Notes/Dominoで実装可能である
ことを示す．3章では，Lotus Notesクライアントでブロ
グを実装する優位性と課題を整理する．4章では，具
体的な実装方法を解説し，SNSへの拡張，IBM社内
で実際に適用した事例を示す．

2．ブログ実現の基本要件と
Lotus Notes/Dominoによる実現可能性

2.1 ブログの効果と基本要件
ブログには，図1にまとめたように，3つの特性から

派生する以下の7つの効果がある．

《3つの特性》
（1）CMS（Content Management System）機能：HTML
などの技術的スキルがなくても，サイトの構築・運
営が可能な仕組みである．

（2）個人単位サイト：従来のWebサイトとは違い，ブロ
グは，情報が個人単位でまとめられているサイト
の形式を取る．

（3）相互リンク機能：ユーザーがサイト間で相互に自
由にリンクを張ることが可能な機能．

《7つの効果》
（1）入力・更新が容易：これはブログがCMS機能を
持っていることによる．この効果は，ブログの書き
手を増やすのに必要な条件である．

（2）情報発信の心理的障壁が低い：ブログは個人専
用に用意された場所であるため，ユーザーが自由
な表現で様 な々内容の記事を入力することに抵抗
が少なくなる［7］．

（3）暗黙知の吸い上げ：前述（2）により，思いつき程
度のことが記事になって表出化し，暗黙知の吸い
上げにつながる．

（4）生の声が反映される：前述（2）により，感情のこも
った生きた情報が入力される．

（5）KnowWho効果が高い：（3）,（4）により，ユーザー
の知識・人格が表出化してくる．

（6）組織水平型の情報共有：ブログは，参加メンバー

が組織・役職に関係なくシステム的に並列に扱わ
れる．そしてトラックバック，コメント機能，RSS配信
などによって個人間が組織を超えてつながっていく．

（7）コミュニティの形成：（5）,（6）によって，同じ関心
事を共有する個人が全社レベルで集まる．これは
実践コミュニティ［8］を形成する上での土壌となる．

図1は，CMS機能，個人単位のサイト，相互リンク機
能の3つの特性が基礎となって7つの効果を生み出し
ていることを示している．つまり，ブログはこの3つの
特性を持ったシステムであり，これらがブログの基本
要件だと言える．このことより，システム選定・設計す
る上で，3つの特性の実装が，ブログが持つ効果を享
受できる必要条件だと考えられる．

2.2 Lotus Notes/Domino による実現可能性
前章で挙げた3つの特性とLotus Notes/Domino環

境との関係を以下に考察する．
（1）CMS機能：入力の容易性という点では，Lotus

Notes/Dominoのリッチテキストフィールドは簡易ワー
プロレベルの機能を持っているので十分対応し
ていると言える．またリンク切れなどのサイトの整
合性確保という点では，Lotus Notes/Dominoの文
書とビューの構成で実装できている．

（2）個人単位サイト：この点は，文書管理DBやディス
カッションDBなどの情報共有系DBでは実装され
てこなかった特長である．しかし，現行の設計要
素を組み合わせることにより実装可能なことを後
述する．

（3）相互リンク機能：Lotus Notes/Dominoには文書リン
クや返答文書などのような文書と文書を関連付け
る機能が基本機能としてあるので，これらを利用
可能である．
上記3つの特性は全てLotus Notes/Dominoの基本

機能やアプリケーションとして実装可能である．つま
り，ブログはLotus Notes/Dominoというミドルウェア
上に実装される1つのアプリケーションという位置付
けが可能である．

3．クライアントとしてのLotus Notesクライアントと
ブラウザーの比較

Lotus Notes/Domino環境下でブログ・システムを
構築する場合に，Lotus Notesクライアントをベースに
する方法と，Webブラウザーをベースにする方法を比
べると，前者は制約も若干あるが，有利な点も多い．
以下に，その優位点と制約をまとめる．

図1. ブログの特性から派生する効果
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められるので，その時に簡単に機能修正・追加で
きることがブログを実装する環境には必要である．

（6）セキュリティ：認証については，既にNotesIDが配
布されているので新たに認証システムを導入する
必要はない．SSO（Single Sign On）もLotus Notesク
ライアントの認証の仕組みとして実現できている．
アクセス制御については，Lotus Notes/Dominoで
はサーバーレベルからフィールドレベルまで粒度
の細かい制御が可能であり，これをブログ・シス
テムに適用可能である．暗号化という点では，通
信経路の暗号化に加えて，コンテンツの暗号化ま
で基本機能として実装されている．これはブラウ
ザーベースの他ソリューションには見られない点
である．

3.2 Lotus Notesクライアントの制約
以下に，Lotus Notesクライアントではブログ・シス

テム構築上で不利となる点を挙げる．
（1）画面カスタマイズ性：Webベースのブログでは，
画面をCSS（Cascading Style Sheet）でユーザー
が比較的自由にカスタマイズすることができ，オ
リジナリティ性の高い外観を持たせられる．これ
は，KnowWho効果を出す上で効果的に働くが，
Lotus NotesクライアントではCSSのような自由度
を持たせることはできない．Lotus Notesクライア
ントで実現できるカスタマイズ案は後述する．

（2）異種システム間トラックバック：社内に別にWebベー
スのブログ・システムが存在する場合，Web化され
ていないLotus Notes/Domino DBと相互にトラック
バックを送信する仕組みを作ることは困難である．

（3）RSS連携：Lotus Notes DBをRSS対応させるこ
と自体は比較的容易に可能である［9］．しかし，
Lotus Dominoサーバー上でhttpタスクを起動する
必要があるため，高負荷になる可能性がある．ま
た，RSSリーダーとの連携だけであれば，RSS中の
URLにNotes URLを記述することによってLotus
Notesクライアントと連携可能だが，RSS配信をポー
タルなどの他Webサーバーと連携する場合は，記
事フォームをWeb化する必要が出てくる．

（4）集約的画面レイアウト：一般的なブログの画面レ
イアウトは，複数の記事の本文が縦にレイアウトさ
れていて，その横に様 な々ナビゲーション用のリン
クが集まっている．ブラウザーの場合だと，縦にス
クロールが可能なので情報を詰め込んでアクセシ
ビリティを高めることが可能である．しかし，Lotus
Notesクライアントの場合は，基本的には一画面に
構成要素を全て表示させる形をとるので，集約型
のユーザーインターフェースを作るのが難しい．

3.1 Lotus Notesクライアントの優位点
ブログ・システムの導入をLotus Notes/Domino顧

客が検討する場合，以下の点でLotus Notesクライア
ントの利用にメリットがある．
（1）初期投資コスト：現在，企業向けのブログ・シス
テムは，ASPやパッケージなどの形態で安価に提
供されている．しかし，Lotus Notesクライアントを
使用する場合，基本的にはブログ用のDBを既存
環境に配置するだけであり，追加のハードウェア
やライセンスは必要ない．また，ブラウザーからア
クセスする場合，Lotus DominoサーバーのCPU負
荷は，Lotus Notesクライアントからアクセスする場
合の最大6倍になるという報告［6］もあり，サーバー
増強コストという点でもLotus Notesクライアントの
方が有利である．冗長構成の点では，既にDomino
クラスタが構成されていれば，新たに冗長構成を
検討・導入する必要はない．

（2）操作性：Lotus Notesクライアントは，ブラウザー
よりも特に入力インターフェースの点で優れている
［5］．この点は，記事登録数に直接影響してくる部
分なので重要である．日ごろ使い慣れたインター
フェースで画像，表，セクション，OLE張り付けと
いった表現力のある記事を書けるというのは記事
クオリティアップにつながる．

（3）既存DBの有効利用：ブログ記事の中で既存DB
の文書へのリンクを張りたい時は，Lotus Notesク
ライアントであれば文書リンクで対応できる．リン
クを張ってコメントを残すというブログでよく書か
れる形態の記事を社内で書いてもらうには，情報
資産として社内に大量のDBがある場合，文書リ
ンクの活用は必須である．また，社員名簿DBなど
がある場合，ブログのプロフィールと容易に連携
できたり，業務日報DBとブログDBの融合の開発
も容易である．

（4）オフライン利用：Lotus Notesクライアントであれ
ば，ローカル複製を取ることによってモバイルで記
事作成・参照が可能である．営業職の社員が外出
先で気づきを入力したり，他の社員の記事をチェッ
クできる．いつでも使えるシステムというのは，利
用者を活性化させる上で有利である．

（5）開発・保守：Lotus Notes/Dominoはコラボレーショ
ン系アプリケーション用のミドルウェアなので，一か
ら開発しなくともブログを実装する上で必要な機能
が提供される．基本的な文書管理・ビュー管理，
全文検索，コメントのスレッド化，未読管理，メール
連携といった要件が機能として備わっており，また
APIとして提供されるので，開発・保守の生産性は
高い．ブログ・システム導入には，パイロットフェー
ズで企業文化に合わせた機能チューニングが求
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4．Lotus Notesクライアントでのブログ実装

IBM社内でLotus Notesクライアントをベースに開
発したブログ・システムの具体的な実装内容とその
考慮点を述べる

4.1 画面レイアウト
ブログでは，各種情報を一画面に集約することに

より個人の属性の一覧化を行い，KnowWho効果を高
めることを狙う．そのためには，Lotus Notesクライア
ントでの実装の場合，フレーム設計要素を使う方法
がある（図2）．

通常のフレーム設計要素の場合，各フレームは隣接
した状態になる．見やすさを考慮して各フレーム間に
はすき間を設けておくのが望ましいので，Lotus Notes
のBookmark.ntf内のワークプレースWelcomeページを
ベースにして，四角に分割した各すき間をそれぞれ
1つのフレームとして設計することによってすき間を実
現している．また，標準のフレームの境界線設定では
フレームセット全体に対して適用されてしまうので，各
フレームの枠線は隣接するすき間としてのフレーム内
に線を配置して実現している．
図2の上部に見えるタグインターフェースは，ブログ
アプリケーション内で環境を切り替えるような機能を
実装する時の1つの方法である．個人のブログ画面と
社員全員の記事が集まってくるポータル画面などの切
り替えに使用する．このようなタグインターフェースは
Lotus Notes/Dominoの設計要素としては提供されて
いないので，図3のように表を利用して実装する．

太字と細字用のフィールドを2つ用意し，セルの背
景としてタブの画像を2つ用意する．タブをクリックし
た時にプロフィール文書中に持たせたフラグを立て
て，その値によって前述の2つの切り替えが行われる
仕組みである．

4.2 個人単位サイトの実装
2章で挙げたブログの3つの特性の内，個人単位サ
イトの実装アプローチをここで述べる．
（1）DB構成
個人単位の場所であるというユーザーインターフェー
スを与える単純な方法は，メールDBのように1ユーザー
につき1DB用意する方式である．ここではこれを独
立DB形式と呼ぶ．これに対して，1DBで全てのユー
ザーを格納する方法が考えられ，これを共通DB形式
と呼ぶ（図4）．

この2つの形式の比較を表1に示す．これらの比較
項目の重みは，企業が持つ環境や文化によって変わっ
てくる．

12章で述べた個人スペースであるという心理的効
果を出すためには，独立DB形式が有利である．メー
ルDBのようにワークスペースに自分の名前が入った
ブログDBであれば自分専用であると感じやすい．し
かし，共通DB形式であっても，ある程度個人スペー
スを実現できる（後述）．2全ての記事が集まってく
るポータルの実装は，独立DB形式であれば専用に
DBを構築し，そこに記事が集まってくる仕組みを作
らなければならない．タイムラグやデータの重複問題

図2. フレームを用いたブログ画面例

図3. タグインターフェースの設計画面

Tab1 TxtBold T

Tab1 Txt  T

Tab2 TxtBold T

Tab2 Txt  T

Tab3 TxtBold T

Tab3 Txt  T

図4. 個人単位サイトを構成するDB構成案

独立DB形式 共通DB形式 

ポータルDB共通DB

個人DB 個人DB 個人DB

表1. 共通DB方式と独立DB方式の比較

比較項目 共通DB 独立DB

1個人スペースの確立 ○

2ポータル実装の容易性 ○

3ローカル複製運用 ○

4大規模対応 ○

5メンバー登録運用 ○

6コードメンテナンス性 ○

7アクセストラッキング ○



85PROVISION  No.55 /Fall 2007

Ｉ
Ｂ
Ｍ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
論
文
1

Ｉ
Ｂ
Ｍ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
論
文
2

Ｉ
Ｂ
Ｍ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
論
文
3

Ｉ
Ｂ
Ｍ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
論
文
4

が出てくる．3ローカル複製は，特に他の社員の記事
をオフラインで読む時に必要である．共通DB形式で
は1つのDBを複製するだけで対応できる．4Lotus
Notes/Dominoでは，文書が大量にある場合はDBを
分割してパフォーマンスを確保することをする．独立
DB形式はユーザー単位に分割されているのでそう
いった分割運用を考える必要はない．5メンバー登
録運用は，独立DB形式の場合はDB作成が必要とな
る．6コードメンテナンス性は，共通DB形式では1つ
のテンプレート管理だけで済む．7ユーザー単位の
アクセストラッキングは，独立DB形式の場合，Lotus
Notes/Dominoの標準機能でとらえることが可能だが，
共通DB形式ではアプリケーションとして実装する必
要がある．
著者が手がけた事例では，利用者がローカル複製
を日々活用していることから3のローカル複製運用を
重要視した．また，データベースを配置するサーバー
環境の制約から，4の大規模対応は妥協した．上記
2点より，共通DB方式を採用した．

（2）共通DB形式での個人スペース実装
図2に示すブログ画面は，共通DB形式によるもの

である．ログインしているユーザーが作成した主要文
書のみを表示する必要があるが，この実装方法には
注意が必要である．個人ビューで実装したり，ビュー
の選択式に@UserNameを使用することが考えられる
が，前者はユーザーの数だけビューが必要となって
しまい，後者はダイナミックにビュー索引が更新され
ることになり，いずれもパフォーマンスに悪影響がで
る［10］．これらを解決するのが，単一カテゴリビュー
［11］を使用する方法である．ユーザーIDで記事がカ
テゴライズされたビューを作成し，埋め込みビューで
単一カテゴリを指定するか，@SetViewInfoコマンドで
特定ユーザーに所属する記事のみを表示させる．こ
の方法であれば，ビューは1つで対応でき，ダイナミッ
クにビュー索引が更新されることもなく，パフォーマン
スを維持できる．

（3）ブログポータル実装上の注意点
社内ブログでは，作成した記事が他の社員の目に
付くように，記事が集約されて表示されるポータル機
能が必要である．しかし，無条件に表示されてしまう
と，ポータルページが従来のディスカッションDBと同
じになってしまい，ブログの個人スペースという特性
を消してしまう．そこで著者は，ポータルに表示させ
るかどうかを指定するフラグを記事に持たせるように
した．積極的には見せようとは思わない個人的なメモ
などは，個人ページにアクセスした時のみ表示される
ようにして，従来のディスカッションDBが持つ公開性

を弱め，個人スペースという特性を演出する．

（4）カスタマイズ
Lotus Notes/Dominoでは，CSSのような自由度の

高い画面カスタマイズはできないが，プログラミング
でフレームのバックグラウンドカラーや模様を変える
ことはできる．色や模様が付くだけでページの雰囲気
は変わり，KnowWho効果が出たり，自分のブログに
愛着が出て記事登録のモチベーションにつながる．

4.3 管理情報の実装
（1）ユーザー毎の管理情報
画面カスタマイズ情報や現在の選択タブなどのユー
ザー毎の情報は，ブログ画面を管理する上で頻繁に
参照される情報である．従って，プロフィール文書で
実装し，常にメモリ上に置くことにより効率的なアクセ
スが可能となる．
（2）記事単位の管理情報
記事単位のアクセス数を記録し，記事の作成者に

フィードバックすることは，記事の登録モチベーション
につながる．アクセス数などの記事単位の管理情報
は，複数のユーザーから参照されるので，1つの記事
に対し，プロフィール文書ではない1つの通常の文書
を用意して情報を管理する．また，各ユーザーによる
アクセス数更新が行われるので，作成者フィールドに
"*"を入れておき，更新権限を与えておく．さらに，同
時に更新されることを想定して，競合文書ができない
ようにフォームのプロパティで"競合を作成しない"を
設定しておく．こうすると，複数のユーザーが同時に
アクセス数を更新しにいった場合，アクセスカウント
がもれることになる．しかし，その可能性は極めて低
い．仮に起こったとしてもほとんど問題にならない程
度の数値誤差である．正確性をある程度妥協し，シ
ステムをシンプルに構成することを著者は推奨する．

4.4 SNS（Social Network Service）への拡張
社内ブログの目的としてナレッジマネジメントが掲
げられることが多いが，いざ運営してみると，横展開
できるクオリティの記事が入力されることはまれであ
る．一般に，社内ブログへの入力は自主的なもので
あるので，業務が忙しければ，多角的に検討され推

すい

敲
こう

されたクオリティの高い記事を入力することは非常
に困難である．このような問題点があるので，社内ブ
ログの導入目的をコミュニケーションの活性化に置く
ことが適切である．日ごろ業務を行う中で気づいた
こと，感じた問題点，解決すべき課題点などの社員の
思いは，比較的短い文章で入力できる．これらを共有
し共感が得られれば，実業務の中でアクションが起こ
り，改善活動につなげることができる．
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この時にシステムに求められることは，コミュニケー
ションを加速させる役割である．2章でブログの特性
としてトラックバックやコメント機能などの相互リンク
機能を持っていることを挙げたが，コミュニケーショ
ンの活性化にはこれだけでは足りない．SNSが持つ
ような人と人を自然とつなげる仕組みが求められる
［12,13］．図5に，著者が考えるSNSとブログの関係を
表す．個々のブログをSNSという仕組みでつなげて意
見・感情などを伝達することを表している．

このようなSNSの機能には，記事を集約して表示す
るポータル機能，全メンバーのプロフィールの一覧検
索機能，ブログへのアクセスをフィードバックする足
跡機能，1クリックで記事の評価を行う機能などが挙
げられる．これらは，記事の存在を気づかせる役割
や，コメントやトラックバックよりも簡単に自動的に記
事へのフィードバックを行う役割を持つ．コミュニケー
ションが目的ならば，こういった機能の実装を企業文
化に合わせて導入検討する．

4.5 IBM社内実施例
以下の表2,3に，ここまで述べてきた実装方法で構
築したブログ・システムをIBM社内で5ヶ月間運用し
てきた統計値を示す．1つ以上の記事を登録している
Activeユーザー数が全体の約23%を占め，パレートの
法則で示される割合程度には活性化されているのが
分かる．

5．おわりに

本論文では，ブログをCMS機能，個人単位のサイ
ト，相互リンク機能の3つの特性に分解し，それらの
実現がブログ・システムの要件となることを示した．
またLotus Notes/Domino使用環境の場合，Lotus
Notesクライアントがブログ・システム選定において，
3つの要件を満たし，かつ，ブラウザーベースの他ソ
リューションと比較して優位性があることを示し，実
際のIBM社内でのシステム構築をもとに，その実装
方法の要点を述べた．
ブログ・システムは，ブラウザーで利用するものと

いう固定観念があるが，Lotus Notes/Domino環境で
は，Lotus Notesクライアントを活用して既存資産を
生かしながら，ブログでコミュニケーションの活性化
が可能である．
これにより，次のような効果が期待できる．

（1）既存のLotus Notes/Domino上にあるデータベー
ス資産を有効活用できる．

（2）Lotus Domino Webアプリケーション導入による
追加ハードウェアコスト増を避けられる．

（3）Lotus Notesクライアントの利用によりユーザビリ
ティを損なわない．
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